
学校番号 3019 

令和２年度 国語科 

 

教科 国語 科目 古典Ｂ 単位数 ３単位 年次 ３年次 

使用教科書 「古典Ｂ（古文編）」／「古典Ｂ（漢文編）」 （三省堂） 

副教材等 

「古文単語３３０」（いいずな書店） 

「精選漢文」（尚文出版） 

「改訂版 完成古典（古文・漢文）」（尚文出版） 

「最新国語便覧」（浜島書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・古文で大切な基礎力は「助動詞・敬語・古文単語」です。まずはこれを完璧にすること。 

・漢文で大切な基礎力は「句法」の習熟です。まずはこれを完璧にすること。 

・古典も現代文同様、目先のことに心を奪われるのではなく、古典のすばらしさ・面白さ、伝統文化に対する愛着

と深い理解を求めることが、結局は実力をつける唯一の道です。 

・３年でも「源氏物語」の読解は継続的に取り組んでいきます。古文理解の柱であり集大成です。 

 

２ 学習の到達目標 

・古文・漢文の基礎力を高め、深い読解をすることで、入試問題にも対応できる古典の力を身につける。 

・ものの見方、感じ方、考え方を広くし、古典についての理解や関心を深めることによって人生を豊か

にする態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

古典に対する関心を深め、古

典を尊重し、伝統文化を愛す

る気持ちを持つ。 

常に古典から「時代を超えた

智恵」を学びとろうとする。 

文章を的確に読み取ったり、目

的に応じて幅広く読んだりし

て、自分の考えを深め、発展さ

せている。 

様々なジャンルの文章を読

み取り、語彙、慣用句、漢

字などを修得し、幅広い表

現力を身につけようとす

る。 

主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワークシート等） 

 

授業及び定期考査における記述

問題の確認、添削、分析 

記述などの取り組み評価（ノー

ト・ワークシートなど） 

授業及び定期考査における

記述問題の確認、添削、分

析 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

  



４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a d e 

前
期 

日
記Ⅰ

 

『和泉式部日記』 

「夢よりもはかなき世

の中を」 
○ ◎ ○ 

a:平安時代の貴族生活に対して興味を持

ち、文章を積極的に読もうとしている。 

d:作者の生活・環境に即した、日記的表

現が理解できる。 

e:古文を読むことに役立つ、文語のきま

りを身に付けている。 

a,d,e: 

行動の観察 

授業及び定

期考査の確

認、添削、

分析 

評
論Ⅰ

 

『俊頼髄脳』 

「鷹狩りの歌」 

『無名抄』 

「深草の里」 
○ ◎ ○ 

a:平安・鎌倉時代の評論に興味を持ち、

文章を積極的に読もうとしている。 

d:和歌の内容や各人の評価を的確に読み

取りつつ、批評的に読みを深めている。 

e:古文を読むことに役立つ、文語のきま

りを身に付けている。 

a,d,e: 

行動の観察 

授業及び定

期考査の確

認、添削、

分析 

評
論Ⅱ

 

『去来抄』 

「行く春を」「岩鼻や」 

『源氏物語の小櫛』 

「もののあはれ」 
○ ◎ ○ 

a:近世の評論に興味を持ち、文章を積極

的に読もうとしている。 

d:表現に応じて筆者の主張に共感しつ

つ、批評的に読みを深めている。 

e:古文を読むことに役立つ、文語のきま

りを身に付けている。 

a,d,e: 

行動の観察 

授業及び定

期考査の確

認、添削、

分析 

史
伝 

『史記』 

「伯夷・叔斉」 

「荊軻」 

  
○ ◎ ○ 

a:中国史伝や漢文独特の表現や用語に対

して興味を持ち、文章を積極的に読も

うとしている。 

d:登場人物の心情や行動をしっかりと読

み取りつつ、批評的に読みを深めてい

る。 

e:漢文を読むことに役立つ、句法や語彙

を身に付けている。 

a,d,e: 

行動の観察 

授業及び定

期考査の確

認、添削、

分析 

思
想 

「詩経」「書経」 

「易経」 

「春秋」「礼記」 

「戦国策」 
○ ◎ ○ 

a:中国思想や漢文独特の表現や用語に対

して興味を持ち、文章を積極的に読も

うとしている。 

d:中国思想独特の論の進め方や論法に応

じて主張を理解しつつ、批評的に読み

を深めている。 

e:漢文を読むことに役立つ、句法や語彙

を身に付けている。 

a,d,e: 

行動の観察 

授業及び定

期考査の確

認、添削、

分析 

物
語Ⅰ

 

『源氏物語』 

「藤壺の里下がり」 

「心づくしの秋風」 

『堤中納言物語』 

「虫愛づる姫君」 
○ ◎ ○ 

a:平安期の物語に興味を持ち、文章を積

極的に読もうとしている。 

d:表現に応じて物語の人物に共感しつ

つ、批評的に読みを深めている。 

e:古文を読むことに役立つ、文語のきま

りを身に付けている。 

a,d,e: 

行動の観察 

授業及び定

期考査の確

認、添削、

分析 



後
期 

物
語Ⅱ

 

『源氏物語』 

「女三の宮の降嫁」 

「萩の上露」 

 
○ ◎ ○ 

a:平安期の物語に興味を持ち、文章を積

極的に読もうとしている。 

d:表現に応じて物語の人物に共感しつ

つ、批評的に読みを深めている。 

e:古文を読むことに役立つ、文語のきま

りを身に付けている。 

a,d,e: 

行動の観察 

授業及び定

期考査の確

認、添削、

分析 

日
記Ⅱ

 

『蜻蛉日記』 

「うつろひたる菊」 

「鷹を放つ」 
○ ◎ ○ 

a:平安時代の貴族生活に対して興味を持

ち、文章を積極的に読もうとしている。 

d:作者の生活・環境に即した、日記的表

現が理解できる。 

e:古文を読むことに役立つ、文語のきま

りを身に付けている。 

a,d,e: 

行動の観察 

授業及び定

期考査の確

認、添削、

分析 

物
語Ⅲ

 

『大鏡』 

「肝試し」 

「鶯宿梅」 
○ ◎ ○ 

a:平安期の物語に興味を持ち、文章を積

極的に読もうとしている。 

d:表現に応じて物語の人物に共感しつ

つ、批評的に読みを深めている。 

e:古文を読むことに役立つ、文語のきま

りを身に付けている。 

a,d,e: 

行動の観察 

授業及び定

期考査の確

認、添削、

分析 

文
章 

「魚父辞」 

「春夜宴桃李園序」 

「捕蛇者説」 

○ ◎ ○ 

a:漢文独特の表現や用語に対して興味を

持ち、文章を積極的に読もうとしてい

る。 

d:本文に応じて話の展開や登場人物の心

情を理解しつつ、批評的に読みを深め

ている。 

e:漢文を読むことに役立つ、句法や語彙

を身に付けている。 

a,d,e: 

行動の観察 

授業及び定

期考査の確

認、添削、

分析 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度 d:読む能力 e:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 


